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(57)【要約】
【課題】小型軽量化を図りつつ光学性能を向上させるこ
とができる撮像レンズを提供すること。
【解決手段】物体側から像面側に向かって順に、絞り２
、物体側に凸面を向けた正のパワーを有するメニスカス
レンズとされた第１レンズ３、および物体側に凹面を向
けた負のパワーを有するレンズとされた第２レンズ４を
配設し、０．０５≦ｒ１／ｒ２≦０．２９の条件式（但
し、ｒ１：第１レンズ３の物体側の面の中心曲率半径、
ｒ２：第１レンズ３の像面側の面の中心曲率半径）を満
足すること。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固体撮像素子の撮像面に物体の像を結像させるために使用される撮像レンズであって、
　物体側から像面側に向かって順に、絞り、物体側に凸面を向けた正のパワーを有するメ
ニスカスレンズとされた第１レンズ、および物体側に凹面を向けた負のパワーを有するレ
ンズとされた第２レンズを配設し、次の（１）に示す条件式、
　０．０５≦ｒ１／ｒ２≦０．２９　　　（１）
　但し、
　ｒ１：第１レンズの物体側の面の中心曲率半径
　ｒ２：第１レンズの像面側の面の中心曲率半径
　を満足することを特徴とする撮像レンズ。
【請求項２】
　更に、次の（２）に示す条件式、
　０．４≦ｒ１／ＦＬ≦０．５　　　（２）
　但し、
　ＦＬ：レンズ系全体の焦点距離
　を満足することを特徴とする請求項１に記載の撮像レンズ。
【請求項３】
　更に、次の（３）に示す条件式、
　０．８５≦ｆ１／ＦＬ≦１　　　（３）
　但し、
　ｆ１：第１レンズの焦点距離
　ＦＬ：レンズ系全体の焦点距離
　を満足することを特徴とする請求項１または２に記載の撮像レンズ。
【請求項４】
　更に、次の（４）に示す条件式、
　０．６５≦ｄ２／ｄ１≦１．２５　　　（４）
　但し、
　ｄ１：第１レンズの中心厚
　ｄ２：光軸上における第１レンズと第２レンズとの間隔
　を満足することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の撮像レンズ。
【請求項５】
　更に、次の（５）に示す条件式、
　０．６５≦ｄ２／ｄ３≦１．１　　　（５）
　但し、
　ｄ２：光軸上における第１レンズと第２レンズとの間隔
　ｄ３：第２レンズの中心厚
　を満足することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の撮像レンズ。
【請求項６】
　更に、次の（６）に示す条件式、
　０．１≦ｄ１／ＦＬ≦０．３　　　（６）
　但し、
　ｄ１：第１レンズの中心厚
　ＦＬ：レンズ系全体の焦点距離
　を満足することを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の撮像レンズ。
【請求項７】
　更に、次の（７）に示す条件式、
　０．１≦ｄ３／ＦＬ≦０．３　　　（７）
　但し、
　ｄ３：第２レンズの中心厚
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　ＦＬ：レンズ系全体の焦点距離
　を満足することを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の撮像レンズ。
【請求項８】
　更に、次の（８）に示す条件式、
　０．９≦Ｌ／ＦＬ≦１．２　　　（８）
　但し、
　Ｌ：レンズ系の全長（最も物体側の面から撮像面までの光軸上の距離：空気換算長）
　ＦＬ：レンズ系全体の焦点距離
　を満足することを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の撮像レンズ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像レンズに係り、特に、携帯型のコンピュータ、テレビ電話、携帯電話等
に搭載されるＣＣＤ、ＣＭＯＳ等の固体撮像素子の撮像面に、風景や人物等の物体の像を
結像させる撮像装置に用いられ、小型軽量化および光学性能の向上を図ることを可能とし
た２枚レンズ構成の撮像レンズに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、例えば、携帯電話、携帯型のコンピュータやテレビ電話等に搭載するためのＣＣ
Ｄ、ＣＭＯＳ等の固体撮像素子を利用したカメラの需要が著しく高まっている。このよう
なカメラは、限られた設置スペースに搭載する必要があることから、小型であり、かつ、
軽量であることが望まれている。
【０００３】
　さらに、最近においては、１００万画素を超えるような高解像度の固体撮像素子の解像
能力を十分に発揮させることが可能な良好な光学性能を有するレンズ系が求められており
、小型軽量化と光学性能の向上とをバランスさせることが益々重要になっている。
【０００４】
　このような観点からは、３枚構成のレンズ系よりも小型軽量化に優れ、１枚構成のレン
ズ系よりも光学性能に優れた２枚構成のレンズ系が有利であり、これまでにも、このよう
な２枚構成のレンズ系としては、例えば、特許文献１～５に示すようなレンズ系が提案さ
れている。
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－２５２０６７号公報（特に、実施例１参照）
【特許文献２】特開２００４－１７７６２８号公報（特に、実施例１～３参照）
【特許文献３】特許第４０７４２０３号（特に、実施例１参照）
【特許文献４】特許第４０７１８１７号
【特許文献５】特許第４０６４４３４号
【特許文献６】特開２００４－１７０４６０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１～３に記載のレンズ系は、いずれも、第２レンズが正のパワ
ーを持つレンズとされており、第１レンズとのパワーの組み合わせによる効果的な収差補
正が困難であるといった欠点を有している。
【０００７】
　さらに、特許文献４～６に記載のレンズ系は、第１レンズの物体側の面と像面側の面と
の曲率のバランスが悪く、小型軽量化と良好な光学性能の維持とを両立させることが困難
であるといった欠点を有している。
【０００８】
　そこで、本発明はこのような問題に鑑みなされたもので、小型軽量化を図りつつ光学性
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能を向上させることができる撮像レンズを提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前述した目的を達成するため、本発明の請求項１に係る撮像レンズの特徴は、固体撮像
素子の撮像面に物体の像を結像させるために使用される撮像レンズであって、物体側から
像面側に向かって順に、絞り、物体側に凸面を向けた正のパワーを有するメニスカスレン
ズとされた第１レンズ、および物体側に凹面を向けた負のパワーを有するレンズとされた
第２レンズを配設し、次の（１）に示す条件式、
　０．０５≦ｒ１／ｒ２≦０．２９　　　（１）
　但し、
　ｒ１：第１レンズの物体側の面の中心曲率半径
　ｒ２：第１レンズの像面側の面の中心曲率半径
　を満足する点にある。
【００１０】
　なお、本発明において、絞りを最も物体側に配置することは、絞りを第１レンズの物体
側の面（凸面）の光軸上の点（以下、面頂と称する）と光軸方向における同一の位置に配
置すること、または、第１レンズの物体側の面の面頂およびその近傍部分が絞りを通して
絞りよりも物体側に位置（突出）することを妨げない。その場合であっても、物理的な配
置としては絞りが第１レンズ全体よりも物体側に配置されるといえるので、特許請求の範
囲の記載に反するものとはならない。また、光学系の小型化のためには、絞りが第１レン
ズの物体側の面の面頂よりも像面側にあることが望ましい。
【００１１】
　そして、この請求項１に係る発明によれば、最も物体側に絞りを配置し、第１レンズを
物体側に凸の正メニスカスレンズに形成し、第２レンズを物体側に凹面を向けた負レンズ
に形成し、（１）の条件式を満たすようにすることにより、小型軽量化を図りつつ、テレ
セントリック性を確保し、収差を有効に補正して光学性能を向上させることが可能となる
。
【００１２】
　また、請求項２に係る撮像レンズの特徴は、請求項１において、更に、次の（２）に示
す条件式、
　０．４≦ｒ１／ＦＬ≦０．５　　　（２）
　但し、
　ＦＬ：レンズ系全体の焦点距離
　を満足する点にある。
【００１３】
　そして、この請求項２に係る発明によれば、更に（２）の条件式を満たすようにするこ
とにより、小型軽量化、光学性能の向上、および製造性の向上を良好にバランスさせるこ
とが可能となる。なお、製造性とは、撮像レンズを大量生産する場合の製造性（例えば、
射出成形により、撮像レンズを大量生産する場合の成形性やコスト等）である意の他、撮
像レンズを製造するために使用される設備の加工、製作等の容易性（例えば、射出成形に
用いる金型の加工の容易性等）である意も含む（以下、同様）。
【００１４】
　さらに、請求項３に係る撮像レンズの特徴は、請求項１または２において、更に、次の
（３）に示す条件式、
　０．８５≦ｆ１／ＦＬ≦１　　　（３）
　但し、
　ｆ１：第１レンズの焦点距離
　ＦＬ：レンズ系全体の焦点距離
　を満足する点にある。
【００１５】
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　そして、この請求項３に係る発明によれば、更に（３）の条件式を満たすようにするこ
とにより、小型軽量化と光学性能の向上とを更に良好にバランスさせることが可能となる
。
【００１６】
　さらにまた、請求項４に係る撮像レンズの特徴は、請求項１～３のいずれか１項におい
て、更に、次の（４）に示す条件式、
　０．６５≦ｄ２／ｄ１≦１．２５　　　（４）
　但し、
　ｄ１：第１レンズの中心厚
　ｄ２：光軸上における第１レンズと第２レンズとの間隔
　を満足する点にある。
【００１７】
　そして、この請求項４に係る発明によれば、更に（４）の条件式を満たすようにするこ
とにより、製造性を維持しつつ不要光を有効に遮蔽するための手段を適切に講じることが
可能となる。
【００１８】
　また、請求項５に係る撮像レンズの特徴は、請求項１～４のいずれか１項において、更
に、次の（５）に示す条件式、
　０．６５≦ｄ２／ｄ３≦１．１　　　（５）
　但し、
　ｄ２：光軸上における第１レンズと第２レンズとの間隔
　ｄ３：第２レンズの中心厚
　を満足する点にある。
【００１９】
　そして、この請求項５に係る発明によれば、更に（５）の条件を満たすようにすること
により、製造性を確保しつつ不要光を効果的に遮蔽するための手段を適切に講じることが
可能となる。
【００２０】
　さらに、請求項６に係る撮像レンズの特徴は、請求項１～５のいずれか１項において、
更に、次の（６）に示す条件式、
　０．１≦ｄ１／ＦＬ≦０．３　　　（６）
　但し、
　ｄ１：第１レンズの中心厚
　ＦＬ：レンズ系全体の焦点距離
　を満足する点にある。
【００２１】
　そして、この請求項６に係る発明によれば、更に（６）の条件式を満たすようにするこ
とにより、小型軽量化と製造性の維持とを良好にバランスさせることが可能となる。
【００２２】
　さらにまた、請求項７に係る撮像レンズの特徴は、請求項１～６のいずれか１項におい
て、更に、次の（７）に示す条件式、
　０．１≦ｄ３／ＦＬ≦０．３　　　（７）
　但し、
　ｄ３：第２レンズの中心厚
　ＦＬ：レンズ系全体の焦点距離
　を満足する点にある。
【００２３】
　そして、この請求項７に係る発明によれば、更に（７）の条件式を満たすようにするこ
とにより、小型軽量化を図りつつ製造性を維持することが可能となる。
【００２４】
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　また、請求項８に係る撮像レンズの特徴は、請求項１～７のいずれか１項において、更
に、次の（８）に示す条件式、
　０．９≦Ｌ／ＦＬ≦１．２　　　（８）
　但し、
　Ｌ：レンズ系の全長（最も物体側の面から撮像面までの光軸上の距離：空気換算長）
　ＦＬ：レンズ系全体の焦点距離
　を満足する点にある。
【００２５】
　そして、この請求項８に係る発明によれば、更に（８）の条件式を満たすようにするこ
とにより、小型軽量化と製造性の維持とのバランスを取ることができる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の撮像レンズによれば、小型軽量化を図りつつ光学性能を向上させることができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明に係る撮像レンズの実施形態について、図１を参照して説明する。
【００２８】
　本実施形態における撮像レンズ１は、図１に示すように、物体側から像面側に向かって
順に、絞り２と、物体側に凸面を向けた正のパワーを有するメニスカスレンズとされた樹
脂製の第１レンズ３と、物体側に凹面を向けた負のパワーを有するレンズとされた樹脂製
の第２レンズ４とを有している。
【００２９】
　以下、第１レンズ３および第２レンズ４における物体側および像面側の各レンズ面を、
それぞれ第１面、第２面と称することとする。
【００３０】
　また、第２レンズ４の第２面側には、ＣＣＤあるいはＣＭＯＳ等の固体撮像素子の受光
面である撮像面５が配設されている。
【００３１】
　なお、第２レンズ４の第２面と撮像面５との間に、必要に応じてカバーガラス、ＩＲカ
ットフィルタ、ローパスフィルタ等の各種フィルタを配置してもよい。また、第１レンズ
３、第２レンズ４の各レンズ面のうち、第１レンズ３の第２面３ｂ等のいずれか１つのレ
ンズ面または複数のレンズ面にＩＲカットフィルタを形成してもよい。
【００３２】
　このように、本実施形態においては、絞り２を最も物体側に配置して射出瞳位置を撮像
面５から遠くに位置させることによって高いテレセントリック性を確保することができる
ため、固体撮像素子のセンサに対する光線の入射角度を緩和することができる。
【００３３】
　また、本実施形態においては、物体側に凸の正メニスカスレンズとされた第１レンズ３
に対して、第２レンズ４が負のパワーのレンズであることにより、第１レンズ３とのパワ
ーの組み合わせによる効果的な収差補正が可能となる。
【００３４】
　さらに、本実施形態においては、次の（１）に示す条件式を満足するようにする。
【００３５】
　０．０５≦ｒ１／ｒ２≦０．２９　　　（１）
　但し、（１）式におけるｒ１は、第１レンズ３の第１面３ａの中心曲率半径である（以
下、同様）。また、（１）式におけるｒ２は、第１レンズ３の第２面３ｂの中心曲率半径
である（以下、同様）。
【００３６】
　ここで、ｒ１／ｒ２の値が（１）式に示す値（０．０５）よりも小さくなると、第１レ
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ンズ３の第２面３ｂにおける収差補正効果が弱くなり、光学系全体の小型軽量化を確保し
ながら所望の光学性能を得ることが困難となる。一方、ｒ１／ｒ２の値が（１）式に示す
値（０．２９）よりも大きくなると、第１レンズ３の第１面３ａおよび第２面３ｂの双方
の中心曲率半径が小さくなり過ぎることになり、第１レンズ３を射出成形によって製造す
る場合における射出成形用金型の製造が困難となり、光学系全体の小型軽量化を確保する
ことができなくなる。
【００３７】
　したがって、本実施形態によれば、ｒ１／ｒ２の値を（１）の条件式を満たすようにす
ることにより、小型軽量化を図りつつ、製造性を確保し、収差を有効に補正して光学性能
を向上させることが可能となる。
【００３８】
　なお、このｒ１とｒ２との関係は、０．１≦ｒ１／ｒ２≦０．２５とされることが、よ
り好ましい。
【００３９】
　より好ましい実施形態としては、更に、次の（２）に示す条件式を満足するようにする
。
【００４０】
　０．４≦ｒ１／ＦＬ≦０．５　　　（２）
　但し、（２）式におけるＦＬは、レンズ系全体の焦点距離である（以下、同様）。
【００４１】
　ここで、ｒ１／ＦＬの値が（２）式に示す値（０．４）よりも小さくなると、第１レン
ズ３の中心曲率半径が小さくなり過ぎることになり、第１レンズ３の製造が困難となる。
一方、ｒ１／ＦＬの値が（２）式に示す値（０．５）よりも大きくなると、光学系全体が
大きくなり過ぎることになり、小型軽量化が困難となる。
【００４２】
　したがって、ｒ１／ＦＬの値を（２）の条件式を満たすようにすれば、小型軽量化、光
学性能の向上、および製造性の向上を良好にバランスさせることが可能となる。
【００４３】
　なお、ｒ１とＦＬとの関係は、０．４≦ｒ１／ＦＬ≦０．４８とされることが、より好
ましい。
【００４４】
　より好ましい実施形態としては、更に、次の（３）に示す条件式を満足するようにする
。
【００４５】
　０．８５≦ｆ１／ＦＬ≦１　　　（３）
　但し、（３）式におけるｆ１は、第１レンズ３の焦点距離である（以下、同様）。
【００４６】
　ここで、ｆ１／ＦＬの値が（３）式に示す値（０．８５）よりも小さくなると、光学系
全体のパワーに比して第１レンズ３のパワーが大きくなり過ぎることになり、所望の光学
性能を得ることが困難となる。一方、ｆ１／ＦＬの値が（３）式に示す値（１）よりも大
きくなると、光学系全体のパワーに比して第１レンズ３のパワーが小さくなり過ぎること
になり、光学系全体の小型軽量化が困難となる。
【００４７】
　したがって、ｆ１／ＦＬの値を（３）の条件式を満たすようにすれば、小型軽量化と光
学性能の向上とを更に良好にバランスさせることが可能となる。
【００４８】
　なお、ｆ１とＦＬとの関係は、０．９≦ｆ１／ＦＬ≦１とされることが、より好ましい
。
【００４９】
　より好ましい実施形態としては、更に、次の（４）に示す条件式を満足するようにする
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。
【００５０】
　０．６５≦ｄ２／ｄ１≦１．２５　　　（４）
　但し、（４）式におけるｄ１は、第１レンズ３の中心厚である（以下、同様）。また、
（４）式におけるｄ２は、光軸６上における第１レンズ３と第２レンズ４との間隔である
（以下、同様）。
【００５１】
　ここで、ｄ２／ｄ１の値が（４）式に示す値（０．６５）よりも小さくなると、第１レ
ンズ３と第２レンズ４との間の間隔が狭くなり、第１レンズ３と第２レンズ４との間に不
要光を有効に遮蔽するための遮蔽板等を挿入することが困難となる。また、第１レンズ３
、第２レンズ４のそれぞれの光学面のエッジ部が互いに接近し過ぎることになり、不要光
の発生を助長することとなる。一方、ｄ２／ｄ１の値が（４）式に示す値（１．２５）よ
りも大きくなると、第１レンズ３の中心厚が小さくなり過ぎることになり、第１レンズ３
を射出成形によって製造する場合における第１レンズ３の製造が困難となる。
【００５２】
　したがって、ｄ２／ｄ１の値を（４）の条件式を満たすようにすれば、製造性を維持し
つつ不要光を有効に遮蔽するための手段を適切に講じることが可能となる。
【００５３】
　なお、ｄ１とｄ２との関係は、０．７≦ｄ２／ｄ１≦１．２とされることが、より好ま
しい。
【００５４】
　より好ましい実施形態としては、更に、次の（５）に示す条件式を満足するようにする
。
【００５５】
　０．６５≦ｄ２／ｄ３≦１．１　　　（５）
　但し、（５）式におけるｄ３は、第２レンズ４の中心厚である（以下、同様）。
【００５６】
　ここで、ｄ２／ｄ３の値が（５）式に示す値（０．６５）よりも小さくなると、第１レ
ンズ３と第２レンズ４との間の間隔が狭くなり、第１レンズ３と第２レンズ４との間に不
要光を効果的に遮蔽するための遮蔽板等を挿入することが困難となる。また、第１レンズ
３、第２レンズ４のそれぞれの光学面のエッジ部が互いに接近し過ぎることになり、不要
光の発生を助長することとなる。一方、ｄ２／ｄ３の値が（５）式に示す値（１．１）よ
りも大きくなると、第２レンズ４の中心厚が小さくなり過ぎることになり、第２レンズ４
を射出成形によって製造する場合における第２レンズ４の製造が困難となる。
【００５７】
　したがって、ｄ２／ｄ３の値を（５）の条件式を満たすようにすれば、製造性を確保し
つつ不要光を効果的に遮蔽するための手段を適切に講じることが可能となる。
【００５８】
　なお、ｄ２とｄ３との関係は、０．６５≦ｄ２／ｄ３≦１とされることが、より好まし
い。
【００５９】
　より好ましい実施形態としては、更に、次の（６）に示す条件式を満足するようにする
。
【００６０】
　０．１≦ｄ１／ＦＬ≦０．３　　　（６）
　ここで、ｄ１／ＦＬの値が（６）式に示す値（０．１）よりも小さくなると、第１レン
ズ３の中心厚が小さくなり過ぎることになり、第１レンズ３を射出成形によって製造する
場合における第１レンズ３の製造が困難となる。一方、ｄ１／ＦＬの値が（６）式に示す
値（０．３）よりも大きくなると、光学系の全長に比して第１レンズ３の中心厚が大きく
なり過ぎることになり、小型軽量化が困難となる。
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【００６１】
　したがって、ｄ１／ＦＬの値を（６）の条件式を満たすようにすれば、小型軽量化と製
造性の維持とをさらに良好にバランスさせることが可能となる。
【００６２】
　なお、ｄ１とＦＬとの関係は、０．１５≦ｄ１／ＦＬ≦０．２７とされることが、より
好ましい。
【００６３】
　より好ましい実施形態としては、更に、次の（７）に示す条件式を満足するようにする
。
【００６４】
　０．１≦ｄ３／ＦＬ≦０．３　　　（７）
　ここで、ｄ３／ＦＬの値が（７）式に示す値（０．１）よりも小さくなると、第２レン
ズ４の中心厚が小さくなり過ぎることになり、第２レンズ４を射出成形によって製造する
場合における第２レンズ４の製造が困難となる。一方、ｄ３／ＦＬの値が（７）式に示す
値（０．３）よりも大きくなると、光学系の全長に比して第２レンズ４の中心厚が大きく
なり過ぎることになり、小型軽量化が困難となる。
【００６５】
　したがって、ｄ３／ＦＬの値を（７）の条件式を満たすようにすれば、さらに有効に小
型軽量化を図りつつ製造性を維持することが可能となる。
【００６６】
　なお、ｄ３とＦＬとの関係は、０．１５≦ｄ３／ＦＬ≦０．２７とされることが、より
好ましい。
【００６７】
　より好ましい実施形態としては、更に、次の（８）に示す条件式を満足するようにする
。
【００６８】
　０．９≦Ｌ／ＦＬ≦１．２　　　（８）
　但し、（８）式におけるＬは、レンズ系の全長、すなわち、最も物体側の面から撮像面
５までの光軸６上の距離（空気換算長）である（以下、同様）。
【００６９】
　ここで、Ｌ／ＦＬの値が（８）式に示す値（０．９）よりも小さくなると、光学系の全
長が小さくなり過ぎることになり、各レンズ３、４を組み立てる工程における製造性が低
下することとなる。一方、Ｌ／ＦＬの値が（８）式に示す値（１．２）よりも大きくなる
と、光学系の全長が大きくなり過ぎることになり、携帯電話機等の小型カメラに搭載する
ことが困難となる。
【００７０】
　したがって、Ｌ／ＦＬの値を（８）の条件式を満たすようにすれば、さらに有効に小型
軽量化と製造性の維持とのバランスを取ることができる。
【００７１】
　なお、ＬとＦＬとの関係は、０．９５≦Ｌ／ＦＬ≦１．１５とされることが、より好ま
しい。
【００７２】
　さらに、第１レンズ３および第２レンズ４を成形するための樹脂材料は、アクリル、ポ
リカーボネート、非晶質ポリオレフィン樹脂等、光学部品の成形に用いられる透明性を有
するものであればどのような組成を有するものであってもよいが、製造効率のさらなる向
上および製造コストのさらなる低廉化の観点からは、両レンズ３、４の樹脂材料を同一の
樹脂材料に統一することが望ましい。
【実施例】
【００７３】
　次に、本発明の実施例について、図２乃至図３９を参照して説明する。
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【００７４】
　ここで、本実施例において、Ｆｎｏは、Ｆナンバー、ｒ は、光学面の曲率半径（レン
ズの場合は中心曲率半径）を示す。また、ｄは、次の光学面までの光軸６上の距離を示す
。また、ｎｄは、ｄ線（黄色）を照射した場合における各光学系の屈折率、νｄは、同じ
くｄ線の場合における各光学系のアッベ数を示す。
【００７５】
　ｋ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、次の（９）式における各係数を示す。すなわち、レンズの非球
面の形状は、光軸６方向にＺ軸、光軸６に直交する方向にＸ軸をとり、光の進行方向を正
とし、ｋを円錐係数、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを非球面係数、ｒを曲率半径としたとき次式で表さ
れる。
【００７６】
　Ｚ（Ｘ）＝ｒ－１ Ｘ２ ／［１＋｛１－（ｋ＋１）ｒ－２ Ｘ２　｝１／２ ］
　　　　　　＋ＡＸ４　＋ＢＸ６　＋ＣＸ８ ＋ＤＸ１０　　　 　（９）
【００７７】
　また、以下の実施例において、円錐係数および非球面係数を表す数値に用いられる記号
Ｅは、その次に続く数値が１０を底としたべき指数であることを示し、その１０を底とし
たべき指数で表される数値が、Ｅの前の数値に乗算されることを示す。例えば、－２．１
８Ｅ＋３は、－２．１８×１０３であることを示す。
【００７８】
＜第１実施例＞
　図２は、本発明の第１実施例を示したものであり、本実施例のレンズ１は、図１に示し
た構成のレンズ１と同一のレンズ１である。本実施例においては、第１レンズ３の第１面
３ａの面頂（光軸６との交点）およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置し
ている。
【００７９】
　この第１実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．６５ｍｍ、ＦＬ＝１．４５ｍｍ、ｆ１＝１．３３２ｍｍ、ｆ２＝－９．７６４
ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.040
２（第１レンズ第１面）　　0.680　　　 0.370　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　 13.000　　　 0.265
４（第２レンズ第１面）　 -5.500　　　 0.380　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　100.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -2.10　　　　 7.86E+1　　　-2.18E+3　　 2.95E+4
３　　　 0　　　　 -1.31　　　　-2.46E+1　　　 2.98E+1　　 2.31E+3
４　　　 0　　　　 -5.76E-1　　 -1.68E+2　　　 3.93E+3　　-5.87E+4
５　　　 0　　　　 -7.14E-1　　 -3.26　　　　 -1.33E+1　　 2.17E+2
【００８０】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．０５２となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４６９となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．９１９となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２
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／ｄ１＝０．７２となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝０．７
０となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．２６となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．２６となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１３８となり、（８）式を満足するもので
あった。
【００８１】
　この第１実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図３に示す
。
【００８２】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【００８３】
＜第２実施例＞
　図４は、本発明の第２実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レンズ３
の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している。
【００８４】
　この第２実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．６５ｍｍ、ＦＬ＝１．４２７ｍｍ、ｆ１＝１．３３７ｍｍ、ｆ２＝－１４．３
６ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.040
２（第１レンズ第１面）　　0.680　　　 0.370　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　 12.000　　　 0.265
４（第２レンズ第１面）　 -5.500　　　 0.380　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　-20.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -2.10　　　　 7.90E+1　　　-2.18E+3　　 2.95E+4
３　　　 0　　　　 -1.21　　　　-2.46E+1　　　 4.19E+1　　 2.16E+3
４　　　 0　　　　 -3.69E-1　　 -1.68E+2　　　 3.90E+3　　-5.83E+4
５　　　 0　　　　 -5.95E-1　　 -3.88　　　　 -1.09E+1　　 2.13E+2
【００８５】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．０５７となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４７７となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．９３７となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２

／ｄ１＝０．７２となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝０．７
０となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．２６となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．２７となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１５６となり、（８）式を満足するもので
あった。
【００８６】
　この第２実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図５に示す
。
【００８７】
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　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【００８８】
＜第３実施例＞
　図６は、本発明の第３実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レンズ３
の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している。
【００８９】
　この第３実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．３６ｍｍ、ＦＬ＝１．２ｍｍ、ｆ１＝１．１ｍｍ、ｆ２＝－８．０６７ｍｍ、
Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.550　　　 0.300　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　7.100　　　 0.210
４（第２レンズ第１面）　 -4.500　　　 0.300　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　100.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -3.61　　　　 2.13E+2　　　-9.43E+3　　 2.00E+5
３　　　 0　　　　 -2.90　　　　-4.85E+1　　　-4.11E+2　　 2.10E+4
４　　　 0　　　　 -3.69　　　　-3.41E+2　　　 1.40E+4　　-3.71E+5
５　　　 0　　　　 -2.36　　　　 9.52　　　　 -2.12E+2　　 1.89E+3
【００９０】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．０７７となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４５８となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．９１７となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２

／ｄ１＝０．７０となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝０．７
０となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．２５となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．２５となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１３３となり、（８）式を満足するもので
あった。
【００９１】
　この第３実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図７に示す
。
【００９２】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【００９３】
＜第４実施例＞
　図８は、本発明の第４実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レンズ３
の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している。
【００９４】
　この第４実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。
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レンズデータ

　Ｌ＝１．３７ｍｍ、ＦＬ＝１．２１ｍｍ、ｆ１＝１．１１２ｍｍ、ｆ２＝－８．３３４
ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.5556　　　0.300　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　7.1429　　　0.215
４（第２レンズ第１面）　 -4.4440　　　0.310　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　　0
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -3.61　　　　 2.13E+2　　　-9.43E+3　　 2.00E+5
３　　　 0　　　　 -2.90　　　　-4.85E+1　　　-4.11E+2　　 2.10E+4
４　　　 0　　　　 -3.69　　　　-3.41E+2　　　 1.40E+4　　-3.71E+5
５　　　 0　　　　 -2.36　　　　 9.52　　　　 -2.12E+2　　 1.89E+3
【００９５】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．０７８となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４５９となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．９１９となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２

／ｄ１＝０．７２となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝０．６
９となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．２５となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．２６となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１３２となり、（８）式を満足するもので
あった。
【００９６】
　この第４実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図９に示す
。
【００９７】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【００９８】
＜第５実施例＞
　図１０は、本発明の第５実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レンズ
３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している。
【００９９】
　この第５実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．３６ｍｍ、ＦＬ＝１．１９ｍｍ、ｆ１＝１．１０２ｍｍ、ｆ２＝－８．８４６
ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.550　　　 0.300　　　 1.531　　　　 56.0
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３（第１レンズ第２面）　　7.000　　　 0.215
４（第２レンズ第１面）　 -4.500　　　 0.310　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面） -100.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -3.61　　　　 2.13E+2　　　-9.43E+3　　 2.00E+5
３　　　 0　　　　 -2.90　　　　-4.85E+1　　　-4.11E+2　　 2.10E+4
４　　　 0　　　　 -3.69　　　　-3.41E+2　　　 1.40E+4　　-3.71E+5
５　　　 0　　　　 -2.36　　　　 9.52　　　　 -2.12E+2　　 1.89E+3
【０１００】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．０７９となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４６２となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．９２６となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２

／ｄ１＝０．７２となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝０．６
９となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．２５となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．２６となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１４３となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１０１】
　この第５実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図１１に示
す。
【０１０２】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１０３】
＜第６実施例＞
　図１２は、本発明の第６実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レンズ
３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している。
【０１０４】
　この第６実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．３５ｍｍ、ＦＬ＝１．１９６ｍｍ、ｆ１＝１．０９１ｍｍ、ｆ２＝－７．５０
１ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.5319　　　0.300　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　5.000　　　 0.215
４（第２レンズ第１面）　 -4.000　　　 0.310　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　　0
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -3.69　　　　 2.18E+2　　　-9.45E+3　　 2.00E+5
３　　　 0　　　　 -2.53　　　　-5.82E+1　　　-1.86E+2　　 1.85E+4
４　　　 0　　　　 -2.26　　　　-4.42E+2　　　 1.66E+4　　-3.95E+5



(15) JP 2010-60887 A 2010.3.18

10

20

30

40

50

５　　　 0　　　　 -2.07　　　　-1.71　　　　 -7.57E+1　　 1.18E+3
【０１０５】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．１０６となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４４５となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．９１２となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２

／ｄ１＝０．７２となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝０．６
９となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．２５となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．２６となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１２９となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１０６】
　この第６実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図１３に示
す。
【０１０７】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１０８】
＜第７実施例＞
　図１４は、本発明の第７実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レンズ
３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している。
【０１０９】
　この第７実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．３８ｍｍ、ＦＬ＝１．２１５ｍｍ、ｆ１＝１．１３２ｍｍ、ｆ２＝－１１．０
５ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.550　　　 0.300　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　5.000　　　 0.210
４（第２レンズ第１面）　 -4.750　　　 0.300　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　-25.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -3.69　　　　 2.18E+2　　　-9.45E+3　　 2.00E+5
３　　　 0　　　　 -2.53　　　　-5.82E+1　　　-1.86E+2　　 1.85E+4
４　　　 0　　　　 -2.26　　　　-4.42E+2　　　 1.66E+4　　-3.95E+5
５　　　 0　　　　 -2.07　　　　-1.71　　　　 -7.57E+1　　 1.18E+3
【０１１０】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．１１０となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４５３となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．９３２となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２

／ｄ１＝０．７０となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝０．７
０となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．２５となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．２５となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１３６となり、（８）式を満足するもので
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あった。
【０１１１】
　この第７実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図１５に示
す。
【０１１２】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１１３】
＜第８実施例＞
　図１６は、本発明の第８実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レンズ
３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している。
【０１１４】
　この第８実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．３２ｍｍ、ＦＬ＝１．１９ｍｍ、ｆ１＝１．０６５ｍｍ、ｆ２＝－５．０９ｍ
ｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.5155　　　0.300　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　4.4440　　　0.240
４（第２レンズ第１面）　 -4.4440　　　0.310　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　　7.1430
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -3.47　　　　 2.16E+2　　　-9.46E+3　　 2.01E+5
３　　　 0　　　　 -2.38　　　　-2.79E+1　　　-6.81E+2　　 2.26E+4
４　　　 0　　　　 -2.87　　　　-4.04E+2　　　 1.57E+4　　-3.82E+5
５　　　 0　　　　 -2.63　　　　 6.46　　　　 -1.51E+2　　 1.52E+3
【０１１５】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．１１６となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４３３となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．８９５となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２

／ｄ１＝０．８０となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝０．７
７となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．２５となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．２６となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１０９となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１１６】
　この第８実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図１７に示
す。
【０１１７】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１１８】
＜第９実施例＞
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　図１８は、本発明の第９実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レンズ
３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している。
【０１１９】
　この第９実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．３ｍｍ、ＦＬ＝１．１７４ｍｍ、ｆ１＝１．０７ｍｍ、ｆ２＝－７．９３８ｍ
ｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.500　　　 0.250　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　3.333　　　 0.265
４（第２レンズ第１面）　 -2.857　　　 0.280　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　 -9.091
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -3.40　　　　 1.81E+2　　　-7.58E+3　　 1.45E+5
３　　　 0　　　　 -1.84　　　　-7.81E+1　　　 1.59E+3　　-3.02E+4
４　　　 0　　　　 -4.29　　　　-1.33E+2　　　-1.23E+3　　 8.76E+4
５　　　 0　　　　 -1.86　　　　-9.39　　　　 -1.35E+2　　 2.92E+3
【０１２０】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．１５０となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４２６となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．９１１となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２

／ｄ１＝１．０６となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝０．９
５となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．２１となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．２４となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１０７となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１２１】
　この第９実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図１９に示
す。
【０１２２】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１２３】
＜第１０実施例＞
　図２０は、本発明の第１０実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１２４】
　この第１０実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．３３ｍｍ、ＦＬ＝１．２３２ｍｍ、ｆ１＝１．０７７ｍｍ、ｆ２＝－４．８９
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２ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.500　　　 0.250　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　3.200　　　 0.265
４（第２レンズ第１面）　 -2.700　　　 0.280　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　 80.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -3.58　　　　 1.99E+2　　　-8.35E+3　　 1.54E+5
３　　　 0　　　　 -2.17　　　　-8.43E+1　　　 1.72E+3　　-3.11E+4
４　　　 0　　　　 -5.42　　　　-1.05E+2　　　-1.64E+3　　 8.57E+4
５　　　 0　　　　 -2.59　　　　 4.59　　　　 -2.78E+2　　 3.62E+3
【０１２５】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．１５６となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４０６となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．８７４となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２

／ｄ１＝１．０６となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝０．９
５となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．２０となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．２３となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．０８０となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１２６】
　この第１０実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図２１に
示す。
【０１２７】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１２８】
＜第１１実施例＞
　図２２は、本発明の第１１実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１２９】
　この第１１実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．３８ｍｍ、ＦＬ＝１．２１６ｍｍ、ｆ１＝１．２０５ｍｍ、ｆ２＝－９３．７
６ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.550　　　 0.250　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　3.200　　　 0.270
４（第２レンズ第１面）　-50.000　　　 0.310　　　 1.531　　　　 56.0
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５（第２レンズ第２面）　　0.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -2.51　　　　 8.07E+1　　　-1.69E+3　　-1.74E+4
３　　　 0　　　　 -1.35　　　　-6.82E+1　　　 9.59E+2　　-1.00E+4
４　　　 0　　　　 -2.84　　　　-1.31E+2　　　 1.77E+3　　-7.03E+3
５　　　 0　　　　 -1.26　　　　-5.85　　　　 -3.51E+1　　 4.59E+2
【０１３０】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．１７２となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４５２となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．９９１となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２

／ｄ１＝１．０８となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝０．８
７となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．２１となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．２５となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１３５となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１３１】
　この第１１実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図２３に
示す。
【０１３２】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１３３】
＜第１２実施例＞
　図２４は、本発明の第１２実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１３４】
　この第１２実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．６９ｍｍ、ＦＬ＝１．５４９ｍｍ、ｆ１＝１．５０４ｍｍ、ｆ２＝－３３．０
７ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.040
２（第１レンズ第１面）　　0.650　　　 0.260　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　2.950　　　 0.320
４（第２レンズ第１面）　-20.000　　　 0.300　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　150.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -2.55　　　　 1.17E+2　　　-4.23E+3　　 7.38E+4
３　　　 0　　　　 -1.44　　　　-3.28E+1　　　 3.04E+2　　-2.20E+3
４　　　 0　　　　 -2.02　　　　-5.56E+1　　　 4.01E+2　　 9.36E+1
５　　　 0　　　　 -1.16　　　　 8.35　　　　 -2.67E+2　　 2.78E+3
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【０１３５】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．２２０となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４２０となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．９７１となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２

／ｄ１＝１．２３となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝１．０
７となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．１７となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．１９となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．０９１となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１３６】
　この第１２実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図２５に
示す。
【０１３７】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１３８】
＜第１３実施例＞
　図２６は、本発明の第１３実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１３９】
　この第１３実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．６３ｍｍ、ＦＬ＝１．４７４９ｍｍ、ｆ１＝１．４５１ｍｍ、ｆ２＝－６２．
６ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.040
２（第１レンズ第１面）　　0.630　　　 0.260　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　2.900　　　 0.320
４（第２レンズ第１面）　-25.000　　　 0.330　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面） -100.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -3.24　　　　 1.45E+2　　　-4.71E+3　　 7.80E+4
３　　　 0　　　　 -1.74　　　　-1.45E+1　　　 9.19E+1　　-1.29E+3
４　　　 0　　　　 -2.04　　　　-4.85E+1　　　 4.24E+2　　 1.33E+1
５　　　 0　　　　 -1.69　　　　 2.26E+1　　　-3.72E+2　　 3.02E+3
【０１４０】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．２１７となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４２７となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．９８４となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２

／ｄ１＝１．２３となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝０．９
７となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．１８となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．２２となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１０５となり、（８）式を満足するもので
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あった。
【０１４１】
　この第１３実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図２７に
示す。
【０１４２】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１４３】
＜第１４実施例＞
　図２８は、本発明の第１４実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１４４】
　この第１４実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．６７ｍｍ、ＦＬ＝１．４７７ｍｍ、ｆ１＝１．４４４ｍｍ、ｆ２＝－３６．２
６ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.040
２（第１レンズ第１面）　　0.615　　　 0.380　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　2.400　　　 0.260
４（第２レンズ第１面）　-24.000　　　 0.390　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　100.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -1.88　　　　 7.93E+1　　　-2.22E+3　　 3.07E+4
３　　　 0　　　　 -1.00　　　　-1.17E+1　　　-1.90E+2　　 4.46E+3
４　　　 0　　　　 -7.55E-2　　 -1.63E+2　　　 3.84E+3　　-5.85E+4
５　　　 0　　　　 -6.61E-1　　 -2.62　　　　 -1.72E+1　　 2.00E+2
【０１４５】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．２５６となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４１６となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．９７８となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２

／ｄ１＝０．６８となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝０．６
７となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．２６となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．２６となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１３１となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１４６】
　この第１４実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図２９に
示す。
【０１４７】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１４８】
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＜第１５実施例＞
　図３０は、本発明の第１５実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１４９】
　この第１５実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．６９ｍｍ、ＦＬ＝１．４９６ｍｍ、ｆ１＝１．４６７ｍｍ、ｆ２＝－４６．８
８ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.040
２（第１レンズ第１面）　　0.620　　　 0.380　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　2.350　　　 0.260
４（第２レンズ第１面）　-25.000　　　 0.390　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　　0.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -1.87　　　　 7.96E+1　　　-2.24E+3　　 3.09E+4
３　　　 0　　　　 -1.08　　　　-1.06E+1　　　-2.17E+2　　 4.66E+3
４　　　 0　　　　 -9.78E-2　　 -1.60E+2　　　 3.79E+3　　-5.83E+4
５　　　 0　　　　 -5.79E-1　　 -3.44　　　　 -1.29E+1　　 1.86E+2
【０１５０】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．２６４となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４１４となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．９８１となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２

／ｄ１＝０．６８となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝０．６
７となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．２５となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．２６となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１３０となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１５１】
　この第１５実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図３１に
示す。
【０１５２】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１５３】
＜第１６実施例＞
　図３２は、本発明の第１６実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１５４】
　この第１６実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ
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　Ｌ＝１．６８ｍｍ、ＦＬ＝１．４９ｍｍ、ｆ１＝１．４６６ｍｍ、ｆ２＝－５９．４２
ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.040
２（第１レンズ第１面）　　0.6195　　　0.380　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　2.3467　　　0.260
４（第２レンズ第１面）　-25.8700　　　0.390　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面） -141.6000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -1.81　　　　 7.89E+1　　　-2.23E+3　　 3.09E+4
３　　　 0　　　　 -1.27　　　　-1.69　　　　 -3.40E+2　　 5.29E+3
４　　　 0　　　　 -8.35E-1　　 -1.37E+2　　　 3.49E+3　　-5.66E+4
５　　　 0　　　　 -8.29E-1　　 -9.67E-1　　　-1.86E+1　　 1.55E+2
【０１５５】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．２６４となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４１６となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．９８４となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２

／ｄ１＝０．６８となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝０．６
７となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．２６となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．２６となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１２８となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１５６】
　この第１６実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図３３に
示す。
【０１５７】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１５８】
＜第１７実施例＞
　図３４は、本発明の第１７実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１５９】
　この第１７実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．７４ｍｍ、ＦＬ＝１．５６１ｍｍ、ｆ１＝１．５２ｍｍ、ｆ２＝－３４．４１
ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.040
２（第１レンズ第１面）　　0.630　　　 0.370　　　 1.531　　　　 56.0
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３（第１レンズ第２面）　　2.250　　　 0.260
４（第２レンズ第１面）　-22.500　　　 0.380　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　100.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -1.85　　　　 7.74E+1　　　-2.20E+3　　 2.98E+4
３　　　 0　　　　 -1.48　　　　-7.51　　　　 -2.93E+2　　 5.17E+3
４　　　 0　　　　 -6.43E-1　　 -1.52E+2　　　3.70E+3　　 -5.84E+4
５　　　 0　　　　 -6.02E-1　　 -4.34　　　　 -8.84　　　　1.89E+2
【０１６０】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．２８０となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４０４となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．９７４となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２

／ｄ１＝０．７０となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝０．６
８となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．２４となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．２４となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１１５となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１６１】
　この第１７実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図３５に
示す。
【０１６２】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１６３】
＜第１８実施例＞
　図３６は、本発明の第１８実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１６４】
　この第１８実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．７２ｍｍ、ＦＬ＝１．５４２ｍｍ、ｆ１＝１．５１ｍｍ、ｆ２＝－４６．８８
ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.040
２（第１レンズ第１面）　　0.625　　　 0.380　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　2.200　　　 0.240
４（第２レンズ第１面）　-25.000　　　 0.370　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　　0.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -1.91　　　　 7.92E+1　　　-2.24E+3　　 3.06E+4
３　　　 0　　　　 -1.54　　　　-1.07E+1　　　-2.74E+2　　 5.03E+3
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４　　　 0　　　　 -5.41E-1　　 -1.69E+2　　　4.03E+3　　 -6.11E+4
５　　　 0　　　　 -6.29E-1　　 -5.21　　　　 -2.94E-1　　 1.67E+2
【０１６５】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．２８４となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４０５となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．９７９となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２

／ｄ１＝０．６３となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝０．６
５となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．２５となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．２４となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１１５となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１６６】
　この第１８実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図３７に
示す。
【０１６７】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１６８】
＜第１９実施例＞
　図３８は、本発明の第１９実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１６９】
　この第１９実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．７３ｍｍ、ＦＬ＝１．５４１ｍｍ、ｆ１＝１．５１５ｍｍ、ｆ２＝－６２．６
２ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.040
２（第１レンズ第１面）　　0.625　　　 0.380　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　2.175　　　 0.260
４（第２レンズ第１面）　-25.000　　　 0.390　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面） -100.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -1.82　　　　 7.83E+1　　　-2.21E+3　　 3.00E+4
３　　　 0　　　　 -1.25　　　　-7.28　　　　 -2.75E+2　　 5.02E+3
４　　　 0　　　　 -4.85E-1　　 -1.46E+2　　　3.58E+3　　-5.73E+4
５　　　 0　　　　 -6.14E-1　　 -2.56　　　　 -2.13E+1　　2.22E+2
【０１７０】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．２８７となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｒ１／ＦＬ＝０．４０６となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｆ１／ＦＬ＝０．９８３となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ２

／ｄ１＝０．６８となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ３＝０．６
７となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ１／ＦＬ＝０．２５となり、（
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６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ３／ＦＬ＝０．２５となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１２３となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１７１】
　この第１９実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図３９に
示す。
【０１７２】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１７３】
　なお、本発明は前記実施例のものに限定されるものではなく、必要に応じて種々変更す
ることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１７４】
【図１】本発明に係る撮像レンズの実施の一形態を示す概略構成図
【図２】本発明に係る撮像レンズの第１実施例を示す概略構成図
【図３】図２に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明図
【図４】本発明に係る撮像レンズの第２実施例を示す概略構成図
【図５】図４に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明図
【図６】本発明に係る撮像レンズの第３実施例を示す概略構成図
【図７】図６に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明図
【図８】本発明に係る撮像レンズの第４実施例を示す概略構成図
【図９】図８に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明図
【図１０】本発明に係る撮像レンズの第５実施例を示す概略構成図
【図１１】図１０に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図１２】本発明に係る撮像レンズの第６実施例を示す概略構成図
【図１３】図１２に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図１４】本発明に係る撮像レンズの第７実施例を示す概略構成図
【図１５】図１４に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図１６】本発明に係る撮像レンズの第８実施例を示す概略構成図
【図１７】図１６に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図１８】本発明に係る撮像レンズの第９実施例を示す概略構成図
【図１９】図１８に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図２０】本発明に係る撮像レンズの第１０実施例を示す概略構成図
【図２１】図２０に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図２２】本発明に係る撮像レンズの第１１実施例を示す概略構成図
【図２３】図２２に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図２４】本発明に係る撮像レンズの第１２実施例を示す概略構成図
【図２５】図２４に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図２６】本発明に係る撮像レンズの第１３実施例を示す概略構成図
【図２７】図２６に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
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【図２８】本発明に係る撮像レンズの第１４実施例を示す概略構成図
【図２９】図２８に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図３０】本発明に係る撮像レンズの第１５実施例を示す概略構成図
【図３１】図３０に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図３２】本発明に係る撮像レンズの第１６実施例を示す概略構成図
【図３３】図３２に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図３４】本発明に係る撮像レンズの第１７実施例を示す概略構成図
【図３５】図３４に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図３６】本発明に係る撮像レンズの第１８実施例を示す概略構成図
【図３７】図３６に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図３８】本発明に係る撮像レンズの第１９実施例を示す概略構成図
【図３９】図３８に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【符号の説明】
【０１７５】
　１　撮像レンズ
　２　絞り
　３　第１レンズ
　４　第２レンズ
　５　撮像面
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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